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修士論文要旨
１．研究背景と目的
　Web2.0時代に入って、個人主導や積極的参加等を特徴
とするソーシャルメディアの利用が始まった。それに、携
帯端末の普及、企業でのSNSの利用もソーシャルメディア
を用いた情報受発信を促進し、我々に「ビッグデータ」を
もたらしている。その一方、情報の氾濫が課題になり、情
報受発信の効率化やネットワークの活性化を図るソーシャ
ルネットワークにおける中心的ユーザに関する研究が多く
行われる。本研究は情報受発信の効率化やネットワークの
活性化等に多く貢献するユーザを「ハブユーザ」と呼び、橋
渡し役、情報の大量受発信、コミュニティの活性化との３
つの側面からその役割を検証する。「ハブユーザ」の情報行
動に影響を与える要素の分析を行い、ハブユーザのネット
ワーク内での役割視覚的に、構造的に示す。
２．データ分析とネットワーク描画
　本研究が提案する「ハブユーザ」の特徴にマッチするユー
ザを特定するため、筆者自身のFacebookネットワークの
友人の投稿活動のデータを入手し、集計をする。更に、「ハ
ブユーザ」の情報行動の影響要素を示すために統計分析を
行う。
　「ハブユーザ」がネットワーク内での繋がりの特徴とそれ
に影響する要素を明示するため、筆者のFacebook個人
ネットワークのデータ分析と描画を行う。図１は予備調査
対象者８名に着目した繋がりを示す。
　上記のデータ分析結果の汎用性を検証するため、筆者の
Facebook友人４名のデータ（間接データ2832件）を入手
し、分析を行う。
３．「ハブユーザ」の役割の検証と考察
　データ分析の結果と「ハブユーザ」の役割を検証するた
め、社会ネットワーク分析の中心性指標を用いて、検証を
行う。筆者の個人ネットワークと筆者と友人２名のネット
ワークを結合したネットワーク（図２）のデータに基づき
中心性スコアを算出し、検証する。
　予備調査で特定できたユーザ１名が筆者の個人ネット
ワーク内で他者とエッジを一番多く持っているように見え
た。筆者個人ネットワークと友人４名のネットワークから
入手したデータを分析した結果からは友人数が100人～300
人のユーザが集めるコミュニティの交流が活発だと推測す
ることができる。従って、予備調査で特定されたユーザが
「ハブユーザ」の特徴にマッチし、筆者の個人ネットワーク
において、「ハブユーザ」だと言える。ネットワークの中心
性指標を用いた検証もそのユーザが二つのネットワークに
おいても「ハブユーザ」であると検証できた。
４．まとめ
　本研究ではハブユーザの役割を橋渡し役、情報の大量受
発信、コミュニティの活性化との３つの側面から検討する
ことを提案し、データ分析により実際のソーシャルメディ
アの情報共有においては、その中の１つか２つが強く現さ
れている場合が多いことが分かった。また、ハブユーザは
ネットワークのセンターより、コミュニティに大きく貢献
する利用者が多いと言える。コミュニティの変化やネット
ワークの成長により、ハブユーザの情報行動の変化、役割
の変化などもあると分かった。しかし、本研究はFacebook
個人ネットワークから抽出したデータを利用したので、一
部の偏りが考えられる。今後他のソーシャルメディアデー
タを併用しながら、より多くの利用者のデータに基づいた
検証を行いたい。
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図１　調査対象者８人がネットワーク内での繋がり
図２　結合したネットワーク
